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１．まえがき１．まえがき１．まえがき１．まえがき

近年、用地の制約または土地の有効活用といった観点から、急勾配盛土が施工可能なジオテキスタイル（ジ

オシンセティック）を用いた補強盛土工法は、施工実積も増え補助工法と組み合わせた各種工法も提案されて

きている。また、法面工に関しては、これまでの研究 1)で従来工法（土のう巻き込み等）と比べ、壁面工に“剛

な”構造を持つものの方が、その補強効果、長期的な法面の安定性、完成後の景観面などが向上することを確

認できている。

今回新しく開発した緑化型法面ブロックは、現場施工性および景観性の更なる向上を目指したものである。

本報告は、現場試験施工を通して当法面工の現場施工性および景観性への評価を行うものである。

２．新しい法面工の概要２．新しい法面工の概要２．新しい法面工の概要２．新しい法面工の概要

従来の盛土補強土工法の多くは、法面工として盛土法面前面部に土のう、あ

るいは簡易な鋼製網を設置し、補強材を巻き込むことによって法表面の安定性

を確保しようというものであった。この工法の問題点としては、法面拘束不足

や法面工背面土の転圧が不十分であることによるはらみだしなどの変形・沈

下、補強材が露出することによる劣化・破損、景観的に本設構造物としては

やや難があるなどが指摘されてきた。

今回開発した緑化型法面ブロックを写真－1に、これを用いた補強盛土工法

の概要を図－1 に、その施工方法を図－2 にそれぞれ示す。本工法は、補強材

と法面工を剛結し、法面の拘束効果を高めることによって補強効果を増大させ

るとともに、補強領域の一体化を促進することができ、以下の特徴を持つ。

① 補強材と法面工が一体化すること、上下左右のブロックが連結されているこ

とによって、法面拘束効果が増大し、盛土の安定性が向上する。

② 上記の結果、法面の変形・沈下が生じにくくなる。

③ 法面工が大型（B2000×H500）であること、設置するだけで所定の法勾配

が確保できることから、施工の省力化と高能率化が可能。

④ 構造上、法面工背面土及びブロック内の転圧が容易。

⑤ ブロック内を低潅木等で植生することも可能で、緑化に

よる景観保全に有効。

⑥ 補強材が法面前面に露出しないため、劣化および破損の

心配がない。

⑦ あらゆる補強材に適用可能。

⑧ 砂質土のみならず、排水性補強材を用いることにより粘

性土にも適用可能。

図－図－図－図－1    開発工法の概要図開発工法の概要図開発工法の概要図開発工法の概要図
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３．現場試験施工３．現場試験施工３．現場試験施工３．現場試験施工

当工法の現場施工性、景観性の向上を確認して、実用

化を図る上で不可欠である現場試験施工を行った。

代表断面を図－3 に示すが、盛土高さは 4.1m、法面勾

配は 1：0.5、施工延長 26.0m、法面積は 119m2である。補

強材は最大引張強さ 44.0kN/m のジオテキスタイルで敷設

長 3.5m、敷設ピッチ（鉛直間隔）1.0m である。補強材の

配置されないブロックについては安定補助材として、1.0m

のジオテキスタイルを敷設した。

また、基礎部にかかる土圧を計測するための土圧計、ジ

オテキスタイルのひずみを計測するためのひずみゲージ付

きジオテキスタイル、地盤内ひずみ計測のためのひずみゲ

ージ付きリン青銅板、ブロックにかかる応力計測のための

鉄筋計付きブロック、施工中・施工後の沈下を計測するた

めの沈下板を配置して各種計測を行っている。これらのデ

ータのうち沈下計測以外のデータは図－4 に示すシステム

にて自動計測されている。

植生として 1ブロック当り 4本の低潅木（サツキ）を配

置して、緑化による景観保全を図ることとした。写真－2

に完成後の全景を示す。

４．施工性４．施工性４．施工性４．施工性・景観面の評価・景観面の評価・景観面の評価・景観面の評価

試験施工の結果、現場施工性および景観への評価とし

て、以下のようなことが解った。

� ブロック据付け時、それ自体の安定性がよく、据付
け作業の効率化を図ることができた。

� 振動ローラー（SAKAI TW500W）による転圧時、法

面ブロックが前面へ押し出されることなく施工でき

た。

� 法面ブロック内の転圧は振動プレートにて入念に行
うことができ、盛土の品質が確保できた。

� 景観面は非常に良好であり、本設構造物としての品
質を十分満足することが確認できた。

５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ

今回開発した緑化型法面ブロックは、現場試験施工を

通して、現場施工性・景観面の向上を確認することがで

きた。

現在、各種計測データを収集中であるが、これを整理・

分析するとともに、法面ブロック細部において改良を施すことによって、本工法の施工性と品質がさらに向上

するよう改善している。
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